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ー 女 性 の 相続 


@ イス ラー ム は 女性 を 中 い 存在 と し 、 遺産 相続 に お いて その 状況 に 応じ た も の を 与え まし 
だ 2 で し て その 詳細 は ば は 必 下 の 通り で すず 。 


ー 女 性 は 時 に 男性 と 同様 の 相続 分 を 得 ます : 例え ば 、 異 父兄 第 姉妹 が 共同 相続 する 場合 
0 の 169 


2 一 また 時 に は 男性 と 同様 か 、 あ る い は それ より 少な い 額 を 相続 し ます : 例え ば 母親 と 父 
親 が 共同 相続 し 、 か つ 彼 ら に 男子 の み 、 あ る い は 男女 か ら な る 子供 が いる 場合 で 、 そ の よ 
2 な 時 は 父母 と も に 全 遺 産 の 6 分 の 1 を 得 ま す 。 そ し て も し 彼ら の 子供 が 女子 の み で あれ 
ば や は り 父 母 の 相続 分 は 共に 6 分 の 1 で す が 、 変 動 相 続 人 が いな い の で あれ ば 残余 分 は 父 
親 が 手 に する こと に な り ま す 。 


3 一 また 時 に は 男性 の 半分 に あたる 人 額 を 相続 し ます : そし て これ が 大 方 の 場合 で す 。 


女性 は 以下 の 5 つの 事柄 に お いて 、 一 般 に 男性 の 半分 と 見 な され ます : 


遺産 相続 
証言 

デア キー み ! 
血 債 
奴隷 の 解放 費 


GO 6@⑯ の の 


@ 遺産 相続 に お いて 男性 が 女性 より 多く 相続 する こと の 英知 : 


イス ラー ム は 男性 に 対し 、 マ フッ と ( 婚 問 の 際 の 贈与 財 ) や 住居 、 妻 子 の 扶養 や 男性 親族 

が 改 意 で は な い 殺 人 を 犯し て し まっ た 際 の 血 債 負担 な ど 、 女 性 に は 要求 され な いよ うな 諸々 
の 経済 的 負担 や 義務 を 定め て いま す 。 一 方 女性 に は 、 子 供 に 対 し て は 言う まで も な く 、 目 
ら に 対し て の 生活 費用 を 負担 する 義務 さえ を ない の で す 。 


これ ら の 負担 を 男性 に 課す 一 方 で 、 女 性 に 男性 の 遺産 相続 分 の 半分 が 与え られ る の は イ 
スラ ー ム の 女性 に 対す る 尊重 以外 の 何 物 で も な いで し ょ 2 う 。 男性 の 財産 は 自ら と 妻子 に 対 


トー 


訳者 注 : 新生 児 が 誕生 し た 7 日 後に 行う 層 殺 の こと で 、 ス ン ナ で す 。 孝 児 の 場合 は 壮 を 2 頭 、 女 児 の 場 
合 は 1 頭 層 る こと が 推奨 され て いま す 。 
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する 扶養 な ど で 減 少し て いき ます が 、 女 性 の 財産 は 消費 する 必要 が あり ませ ん 。 こ れこ そ 
は 男女 の 間 の 公正 と 平等 で や り 、 ア ッ ラ ー は その し ゃ も べべ に 不正 を 施さ きれ な い の で す 。 アッ 
ラー こそ は 全て を ご 存 知 に な り 、 こ の 上 な い 英 知 を 備え られ た お 方 で す 。 


1 一 栓 高 の ア ッ ラ ー は 仰 ら れ ま し た : 夫 は 妻 の 監督 に あたる 。 ア ッ ラ ー は 彼 を 彼女 より 
上 に 位 還 づ けら れ 、 ま た 彼 は 彼女 の た め に 上 自ら の 財 か ら 拠 出す る の で ある か ら ・・・ ぅ ( ク 
ルアー ン 4 : 34) 


2 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 実に アッ ラー は 、 公 正 と 善行 と 近親 の 者 へ の 
贈与 を 命じ られ 、 そ し て 醸 行 と 悪事 と 法 を 越え る こと を 禁じ られ る 。 そ し て あな た 方 が 熟 
慮 する よう 、 あ な た 方 を 戒め られ る の だ 。 ぅ (クル アー ン 16 : 90) 


